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問題6
■■■■■■

土地ͷॴ༗ऀ͸ɺྡ地ͷ஛໦ͷڥ͕ࢬքઢΛӽ͑Δ৔合ʹ͓͍ͯɺ
஛໦ͷॴ༗ऀʹࢬΛ੾আ͢ΔΑ͏ʹͨ͠ࠂ࠵ʹ΋͔͔ΘΒͣɺ஛໦ͷ
ॴ༗ऀ͕૬౰ͷؒظ಺ʹ੾আ͠ͳ͍ͱ͖͸ɺͦͷࢬΛ੾ΓऔΔ͜ͱ͕
Ͱ͖Δɻ

解答6　〇〇 隣地の竹木の枝が境界線を越えるときは、竹木の所有者に枝を切除させ
ることができるが（233条１項）、切除するよう催告をしたにもかかわらず、
相当期間内に切除しないときは、土地の所有者がその枝を切り取ることが
できる（同条３項１号）。
HINT
　その他、以下の場合にも、土地の所有者が枝を切り取ることができる。
　　・竹木の所有者を知ることができない場合（同条３項２号）
　　・竹木の所有者の所在を知ることができない場合（同条３項２号）
　　・急迫の事情がある場合（同条３項３号）

問題7
■■■■■■

༗ऀ͸ɺ୯ಠڞ༗෺Ͱ͋Δ土地Λෆ法ʹ઎༗͢Δऀʹରͯ͠ɺ֤ڞ
Ͱଛ֐ഛঈΛ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͕ɺͦͷ৔合͸ɺͦΕͧΕͷڞ༗
࣋෼ͷׂ合ʹԠͯ͡੥͢ٻ΂͖Ͱ͋Γɺࣗݾͷ࣋෼ͷׂ合Λ௒͑ͯ੥
Δ͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͍ɻ͢ٻ

解答7　〇〇 共有物である土地を不法に占有する者に対して、各共有者は、単独で、
各自の共有持分の割合に応じた額を限度として損害賠償を請求することが
できる（最判昭41.3.3）。共有物が金銭債権に変じた場合には、その金銭債
権は持分権に応じた分割債権として各共有者に帰属するからである。

問題8
■■■■■■

༺ঢ়ຢ͸ޮܗΛՃ͑Α͏ͱ͢Δͱ͖͸ɺͦͷߋ༗෺ʹมڞ༗ऀ͕ڞ
ͷஶ͍͠มߋΛ൐Θͳ͍΋ͷͰ͋ͬͯ΋ɺଞͷڞ༗ऀશһͷಉҙΛಘ
ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ

解答8　×× 共有物に変更を加える行為であっても、形状又は効用の著しい変更を伴
わないもの（軽微変更）については、持分の過半数で決定することができ
る（252条1項、251条1項）。
HINT
�　軽微変更の具体例としては、砂利道のアスファルト舗装や、建物の外
壁や屋上の防水工事（大規模修繕）などがある。

問題9
■■■■■■

༗ڞ༗ऀΛ஌Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ͱ͖͸ɺ౰֘ଞͷڞ༗ऀ͕ɺଞͷڞ
ऀҎ֎ͷଞͷڞ༗ऀશһͷಉҙΛಘΕ͹ɺࡋ൑ॴʹ੥͢ٻΔ͜ͱͳ͘ɺ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ͢ߋ༗෺Λมڞ

解答9　×× 共有者が他の共有者を知ることができず、又はその所在を知ることがで
きないときは、共有者は、裁判所に請求し、その決定を得ることにより、
当該他の共有者以外の他の共有者全員の同意を得て共有物に変更を加える
ことができる（251条２項）。
HINT
　所在等不明共有者がいるときは、裁判所の決定を得て、
　　①　変更行為なら、他の共有者全員の同意により
　　②　管理行為なら、他の共有者の持分の価格の過半数の決定により
行うことができる。

問題10
■■■■■■

̖ɺ̗ɺ̘ٴͼ̙ʢ࣋෼֤̐෼ͷ̍ʣ͕ڞ༗͢Δ࠭རಓʹ͖ͭɺ̖
ࠂ࠵લࣄʹ༗ऀڞͼ̗͕アεϑΝルトฮ૷Λ͢Δ͜ͱʹ͍ͭͯଞͷٴ
Λ͕ͨ͠ɺ̘ ͸ؒظ಺ʹࢍ൱Λ໌Β͔ʹͤͣɺ̙ ͕൓ରͨ͠৔合ʹ͸ɺ
൑ॴͷܾఆΛಘͨ上Ͱɺ̖ͱ̗͸ɺアεϑΝルトฮ૷Λ͢Δ͜ͱ͕ࡋ
Ͱ͖Δɻ

解答10　〇〇×× 賛否を明らかにしない共有者がいる場合には、裁判所の決定を得て、そ
の共有者以外の共有者の持分の過半数により、管理（軽微変更を含む）に
関する事項を決定することができる（252条２項２号）。
したがって、Ｃを除く共有者のみで考え、Ａ、Ｂ、Ｄの持分の過半数で
ある３分の２の決定により、アスファルト舗装をすることができる。

問題11
■■■■■■

ه༗ऀؒͷ合ҙ͸ɺొڞͷࢫ༗෺Ͱ͋Δ土地Λ̑೥ؒ෼ׂ͠ͳ͍ڞ
Λ͍ͯ͠ͳͯ͘΋ɺͦͷڞʹޙ༗࣋෼ΛৡΓड͚ͨऀʹର͢߅Δ͜ͱ
͕Ͱ͖Δɻ

解答11　×× 共有者は、５年間を限度に共有物を分割しない旨の合意をすることがで
きる（256条１項ただし書）。しかし、分割禁止特約は対抗要件として登記
が必要となる（不動産登記法59条６号、177条）。
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